




　腎孟腎炎の多くは尿路通過障害(成人では約 70%)を伴っており,その他高血

圧,糸球体腎炎などの基礎疾患に Superimpose し,或いほその他の病的状態に合

併する例が多く,組織学的に末期慢性糸球体との鑑別は必ずしも容易でなく,統

計的に慢性腎孟腎炎の発症頻度に差がみられる(Rhodes et al 剖検例中

20%,1952 年,Kimmelste13,363 例中 2.8%,1961 年,日本病理剖検輯報 84,639 例

中 4.2%,1966～1970)所似とも考えられる。また本症は基盤に存する腎疾患と

共に増悪化する特徴的性格もある。


